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■ 報告書の記述についての注意事項
この当期の事業活動についての業績予想に関する記述及び客観的事実以外の記
述に関しましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて、現時点で合理
的であると判断したものです。従って、実際の業績は、様々な要因により見通
しとは大きく異なる結果となる可能性があることをご了承願います。
実際の業績に影響を与えうる要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、市場
の動向、為替相場の変動、法律及び規制、製品の開発状況などがあります。な
お、業績に影響を与えうる重要な要因は、これらに限定されるものではありま
せん。
また報告書に医薬品（開発品を含む）に関する情報が含まれていますが、これら
は宣伝・広告を意図するものではありません。
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第122期第2四半期決算のご報告

代表取締役社長　中冨 一榮

　株主の皆様には、平素より格別のご愛顧とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　ここに第122期第２四半期（2023年3月1日～2023年8月31日）の営業概況と決算に
ついてご報告いたします。
　国内市場を振り返ると、医療用医薬品事業は、2023年4月の薬価改定や継続的な後
発品使用促進策による影響を引き続き受けた一方で、2022年6月に腰痛症、肩関節周
囲炎、頸肩腕症候群及び腱鞘炎への効能追加に関する承認事項一部変更承認を取得し
た経皮吸収型非ステロイド性疼痛治療剤「ジクトル®テープ」等の売上の増加や、2023年
６月に販売を開始した原発性手掌多汗症治療剤「アポハイド®ローション20%」の売上が
寄与した影響もあり、増収となりました。なお、「モーラス®テープ20㎎」、「モーラス®テー
プL40㎎」の包装袋は、一次包装に医療用医薬品※１で初めてリサイクルPET80％※２を採
用した環境に配慮した包装袋として、2023年6月に第47回木下賞「包装技術賞」、同年
8月に2023日本パッケージングコンテスト「適正包装賞」を受賞しました。今後も積極
的に商品や事業を通じて環境経営を推進し、世界の人々のＱＯＬ向上に貢献してまいり
ます。
　一般用医薬品事業は、新型コロナウイルス感染症に関する行動規制が緩やかになった
ことに伴う人流の回復や各種イベントの開催に加え、訪日外国人の増加に伴いインバウ
ンド需要が回復傾向にある中で販促活動の強化を行ったことにより、増収となりました。
　海外市場では、医療用医薬品事業は、米国で後発品の影響を受けたものの、女性ホ
ルモン製剤の需要の高まりや円安の影響もあり、増収となりました。なお、経皮吸収型
デキストロアンフェタミン製剤「XELSTRYMTM」は、注意欠如・多動性障害（以下、

「ADHD」）の治療薬として2023年6月に米国で販売を開始しています。本剤はFDAが
承認した初の経皮吸収型アンフェタミン製剤であり、本剤の適正使用推進に努めること
でADHD患者さんのQOL向上に貢献してまいります。一般用医薬品事業は、積極的な
販売活動により米国やアジアを中心としたその他の地域で売上を伸ばしたことに加え、
円安の影響もあり、増収となりました。
　以上の結果、当第2四半期の連結業績は売上高669億7千7百万円（前年同期比12.3％
増）、営業利益83億9千6百万円（同70.9％増）、経常利益116億4千万円（同31.2％増）、
親会社株主に帰属する四半期純利益84億1千7百万円（同29.4％増）となりました。
　当社グループは、医薬品などの創製・育薬・製造・販売を通じて「世界の人々のQOL

（クオリティ・オブ・ライフ：生活の質）向上を目指す」を経営理念と定めています。多様
化するお客様のニーズに応えるべく『「手当て」の文化を、世界へ。』という企業使命のもと、
当社が培ってきた貼付剤技術をベースに事業活動を積極的に展開してまいります。今後
も、地球にやさしい「エコ＆コンパクト」パッケージの実現等をはじめとする、ESG（環境・
社会・ガバナンス）及びSDGs（持続可能な開発目標）を推進する活動を行うことで、持
続可能な社会の構築に貢献し、企業としての社会的責任を果たしてまいります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも当社グループへの一層のご支援、ご鞭撻を賜
りますよう宜しくお願い申し上げます。

※１：当社調べ
※２：石油由来原料を削減するために、石油由来原料の部分を再生樹脂に置き換え、石油由来原料と再 
        生樹脂を混合し、再生樹脂の割合を80％にすることで、CO2の排出量を減らすことが出来る材質

「モーラス®テープ20㎎」「モーラス®テープL40㎎」
第47回木下賞「包装技術賞」・

2023日本パッケージングコンテスト「適正包装賞」受賞

　当社の経皮鎮痛消炎剤「モーラス®テープ20㎎」「モーラス®テー
プL40㎎」の包装袋が、2023年6月に公益社団法人日本包装技術協
会（以下「日本包装技術協会」）が主催する第47回木下賞において、

「包装技術賞」を、また2023年8月に日本包装技術協会が主催する
2023日本パッケージングコンテストにおいて、「適正包装賞」を受
賞しました。当社は環境に配慮した包装袋として、「モーラス®テー
プ20㎎」「モーラス®テープL40㎎」の一次包装に、医療用医薬品で
初めてリサイクルPET80%を採用しました。なお、医療用医薬品
の一次包装は、外部からの汚染等を防ぐために、その素材の適切な
品質管理が求められますが、これら包装袋では、長年外用製剤に選
択と集中して培った知見と技術を活かし、従
来品と同等の品質を実現しています。

◎モーラス®テープ受賞歴
2014年5月	 全国発明表彰「特許庁長官賞」受賞
2014年10月	 2014年度「グッドデザイン賞」受賞
2016年4月	 文部科学大臣表彰「科学技術賞」受賞

今後も商品や事業を通じた環境経営を
積極的に推進していく

宇宙及び地上生活の課題解決商品
「Odorleship®（オードレシップ）」

国際宇宙ステーションに搭載決定のお知らせ

　2023年8月、国立研究開発法人宇宙航空研究開
発機構（JAXA）が行った「第2回宇宙生活/地上生
活に共通する課題テーマ・解決策のアイデア募集」
において、当社提案の「Odorleship®」が選定され、
国際宇宙ステーション（以下「ISS」）への搭載が決
定しました。「Odorleship®」は、生ゴミ等の臭気
物質を吸着する特殊活性炭を含んだ貼るタイプの消
臭シートです。ISSへの搭載は、第1回アイデア募
集で選定された「Fixpace®（フィクスペース）」に
続き、連続での採択となります。
　 な お、「Odorleship®」
は2024年頃、油井亀美也
宇宙飛行士がISSに長期滞
在する際に搭載される予
定です。

培ってきた貼付剤技術やノウハウを活かして
宇宙/地上生活の課題解決に貢献する

これまでの活動を通じて蓄積された経営資源を活かして
より多くの医療及び社会ニーズに応えていく

1 2

MESSAGE

メッセージトピックス



有効成分　　 オキシブチニン塩酸塩

規格 1g中オキシブチニン塩酸塩200mg

効能又は効果 原発性手掌多汗症

用法及び用量 1日1回、就寝前に適量を両手掌全体に塗布する

用法及び用量に
関連する注意

1回の塗布量は、両手掌に対し
ポンプ5押し分を目安とすること

手掌多汗症でお悩みの方々のQOL向上のための取り組み手掌多汗症でお悩みの方々のQOL向上のための取り組み
特 集

SPECIAL FEATURE

　原発性局所多汗症とは、国内のガイドライン※2において、
「温熱や精神的な負荷、またそれらによらずに大量の発汗
がおこり、日常生活に支障をきたす状態」と定義されてい
ます。特に手のひら（手掌）に生じる場合、原発性手掌多
汗症と言います。また、本邦における原発性手掌多汗症の
有病率は5.33％であるとも言われています。
※2 日本皮膚科学会ガイドライン：原発性局所多汗症診療
　　　　　　　　　　　　　　 　ガイドライン2023年改訂版

　本剤は、当社のTDDS（経皮薬物送達システム）技術を
用いて開発した塗布剤で、1日1回就寝前に手掌に塗布する
ことで効果を発揮する、日本初の原発性手掌多汗症治療
剤です。本剤の有効成分であるオキシブチニン塩酸塩は、
エクリン汗腺に発現するムスカリン受容体にオキシブチニ
ンが結合することで抗コリン作用を示し発汗を抑制します。
　原発性手掌多汗症は手掌から両側性に過剰な発汗を認
める疾患であり、社交活動（握手など）やペーパーワーク、
電子機器の操作等に多大なる支障をきたすため、学校生活
や社会生活上の様々な場面で生活の質や労働能率を低下
させる大きな要因となることが知られています。
　当社は本剤の適正使用の推進に努めることにより、原発
性手掌多汗症患者さんのクオリティ・オブ・ライフの向上に
貢献してまいります。 

　2023年6月1日（木）に手汗のお悩
み解決情報サイト「みんなの手の汗サ
イト」をオープンしました。本サイトは、
手掌多汗症の解説、症状のチェック
シート、相談できる医療機関、そして
同じように手汗で悩む人の声などを紹
介し、手掌多汗症でお悩みの方々に
寄り添うことを目指しています。

　汗を味方につけて毎
日を楽しむために、知
っておきたい情報や体
験 談をご 紹介したり、
皆様からお寄せ頂いた
質問に専門医がお答え
しました。

「原発性手掌多汗症」疾患概要 原発性手掌多汗症治療剤
「アポハイド®ローション20%」の特徴など

Web市民公開
講座の実施

手汗のお悩み解決情報サイト
「みんなの手の汗サイト」

※1 原発性手掌多汗症に対し効能又は効果を有する製剤（保険適用）として

原発性手掌多汗症治療剤
「アポハイド®ローション20%」新発売日本初※1
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●	当社のTDDS（Transdermal Drug Delivery System：経皮薬物
送達システム）技術を用いて開発した塗布剤

●	日本初の原発性手掌多汗症治療剤用
●	1日1回、就寝前に手掌に塗布することで効果の発揮が期待できる



SNAP SHOTSNAP SHOTSNAP SHOT

令和5年7月7日からの大雨災害に対する支援物資を提供

　令和5年7月7日からの大雨災害により被災された皆
様に対し、心よりお見舞い申し上げます。当社は、日本
赤十字社と2020年1月31日に締結した「災害時におけ
る支援協力に関する協定」に基づき、支援物資として

Hisamitsu®リフレッシュボディシート28,800本を無償
提供いたしました。当社は、今後も被災された方々や支
援活動にあたる方々への支援を継続してまいります。被
災地域の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。

　2023年7月に当社はエスエス製薬株式会社と、エスエス製薬の「エスカップ」
「ラカルト」の両ブランドに関連する資産等の一部の譲受について合意し、関連
する契約を締結しました。
　当社は、これまでの活動を通じて蓄積された経営資源を活かして、より多く
のお客様のニーズに応えるべく、2021年9月に発表した第7期中期経営方針に
おいて、新しい成長の柱となる活
動を模索しておりました。今般、
エスエス製薬と合意した「エスカ
ップ」「ラカルト」の両ブランドに
関連する資産等の一部を譲り受け
ることで、これまで以上に多くの
お客様のニーズに応えることがで
きるものと考えています。

エスエス製薬の「エスカップ」「ラカルト」
関連資産等の一部譲受に関する契約を締結

通信販売事業を行う「久光ウエルネス株式会社」を設立
　この度、当社が営む通信販売事業を当社グループ内に
て一層強化・発展させると共に、より多くのお客様の
ニーズに応える商品やサービスの開発を加速すべく、当
事業を子会社の久光ウエルネス株式会社に承継すること
といたしました（2023年9月より業務開始）。
　久光ウエルネスは、「痛みの予防」「痛みとの共生」に役
立つ商品を、直接お客様にお届けすることで豊かな社会
を創造することを目指し、2023年6月に設立した会社で

医薬品、医療機器、健康食品、サービスの企画、開発、販売ならびに
代理店業務 
①自社ECサイトでの DtoC ビジネス
②ECモール(Amazon、楽天市場、Yahoo!ショッピング)に出店し、 商品を販売
③ECを中心に展開する小売チャネルへ、当社商品を販売する代理店業務

す。今後、久光ウエルネスでは通信販売事業を引き継ぎ
つつ、多様化するライフスタイルに対応するため、ロコ
モティブシンドロームとフェムテック領域を中心に、商
品やサービスの開発を一層加速していきます。また、こ
れまで接点が少なかったお客様に対して、オンラインシ
ョッピングやソーシャルコマースを通じてコミュニケー
ションを深め、よりカスタマイズされた商品やサービス
を展開してまいります。

①

②③

通信販売事業を一層強化・発展させると共に、
多様なライフスタイルを持つお客様のニーズに応える商品サービスの開発を加速させる。目的

事業内容
「Salonpas®」が7年連続で販売シェア世界No.1ブランドに認定
「久光製薬」が6年連続で販売シェア世界No.1企業に認定
　この度、英国のグローバル市場調査会社・ユーロモニター
社より、「Salonpas®」が一般用医薬品市場の鎮痛消炎貼付剤
カテゴリーで、2016年から7年連続となる販売シェア世界
No.1ブランドの認定を受けました。また同カテゴリーにお
いて、「久光製薬」が6年連続で販売シェア世界No.1企業の
認定を受けました。
　2023年に「Salonpas®」は、お陰様で発売89周年、海外
へ輸出を開始してから85周年を迎えました。7年連続で販売
シェア世界No.1ブランドの認定を受けることができました
のも、ひとえに「Salonpas®」ならびに当社を支えて頂いて
いる世界中のお客様、ステークホルダーの皆様のお陰である
と感謝申し上げます。

久光製薬株式会社
代表取締役社長
中冨 一榮

ユーロモニター社 
Head of Research 
Mr. Sean Kreidler

＜譲受対象資産等＞
対象範囲：

「エスカップ」「ラカルト」の両ブラン
ドに関連する資産等の一部（関連する
製品在庫、知的財産権、契約上の地
位等）
対象製品：

「エスカップ」「エスカップNEXT」「エ
スカップE」「エスカップV」「薬用ラカ
ルト・ニュー5」

＜スケジュール＞
契約締結日：2023年7月13日
資産等譲受日：2023年中（予定）
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科　目 当第2四半期末
（2023.8.31 現在）

前期末
（2023.2.28 現在）

資産の部
流動資産 214,909 199,174
固定資産 129,391 114,742

有形固定資産 50,968 43,209
無形固定資産 925 946
投資その他の資産 77,498 70,586

資産合計 344,300 313,917
負債の部
流動負債 54,194 42,578
固定負債 14,997 12,931
負債合計 69,192 55,509
純資産の部
株主資本 223,004 219,208
その他の包括利益累計額 49,515 36,896
新株予約権 291 260
非支配株主持分 2,296 2,042
純資産合計 275,108 258,408
負債純資産合計 344,300 313,917

科　目
当第2四半期
2023.3. 1 から
2023.8.31まで

前第2四半期
2022.3. 1 から
2022.8.31まで

売上高 66,977 59,619
　売上原価 28,330 25,156
売上総利益 38,646 34,462
　販売費及び一般管理費 30,250 29,549
営業利益 8,396 4,913
　営業外収益 3,336 4,074
　営業外費用 91 118
経常利益 11,640 8,870
　特別利益 — 142
　特別損失 2 77
税金等調整前四半期純利益 11,638 8,935
法人税等 2,967 2,215
四半期純利益 8,671 6,720
非支配株主に帰属する
四半期純利益 253 215

親会社株主に帰属する
四半期純利益 8,417 6,504

連結貸借対照表� （単位:百万円） 連結損益計算書� （単位:百万円）

(      　 ) (      　 )

科　目
当第2四半期
2023.3. 1 から
2023.8.31まで

前第2四半期
2022.3. 1 から
2022.8.31まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 7,851 8,162

投資活動による
キャッシュ・フロー 10,443 △ 17,928

財務活動による
キャッシュ・フロー △ 4,841 △ 3,641

現金及び現金同等物に
係る換算差額 2,307 5,932

現金及び現金同等物の
増減額 15,761 △ 7,475

現金及び現金同等物の
期首残高 65,424 86,247

現金及び現金同等物の
四半期末残高 81,186 78,771

(      　 ) (      　 )
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10,000

20,000

-10,000

キャッシュ・フローの推移

（単位:百万円）

営業活動CF 投資活動CF 財務活動CF

第120期第2四半期
（2021. 8）

第121期第2四半期
（2022. 8）

第122期第2四半期
（2023. 8）

△3,572△3,641△4,841

14,663

8,162 7,851
10,443

△17,928

△7,164

連結キャッシュ・フロー計算書� （単位:百万円）
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親会社株主に帰属する四半期純利益
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連結第2四半期決算ハイライト
CONSOLIDATED FINANCIAL HIGHLIGHT

連結財務諸表（要約）
CONSOLIDATED FINANCIAL DATA
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会社の概要 株式の状況

大株主

所有者別
分布状況

株価の推移

発行可能株式総数 380,000,000株
発行済株式の総数 85,164,895株
株主数 8,169名

創　業 1847年（弘化４年）
設　立 1944年５月22日
資本金 8,473,839,816円
従業員 2,755名
事業所

金融機関 46.23%
その他の法人 20.72%
個人 10.75%
外国人   11.29%
証券会社 2.00%
自己名義     9.01%

金融機関 46.23%
その他の法人 20.72%
個人 10.75%
外国人   11.29%
証券会社 2.00%
自己名義     9.01%

株式に関するお手続きについて
特別口座に記録された株式

お手続き、ご照会等の内容 お問合せ先
● �特別口座から一般口座への     

振替請求
特 別 口 座 の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町一丁目1番
TEL. 0120-232-711（通話料無料）
[郵送先] 〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部

［手続き書類のご請求方法］
○インターネットによるダウンロード
　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

● �単元未満株式の買取（買増） 
請求

● �住所・氏名等のご変更
● �特別口座の残高照会
● �配当金の受領方法の指定（＊）
● �郵送物等の発送と返戻に関    

するご照会
株 主 名 簿
管 理 人

● �支払期間経過後の配当金に  
関するご照会

● �株式事務に関する一般的な    
お問合せ

（＊）特別口座に記録された株式をご所有の株主様は、配当金の受領方法として株
式数比例配分方式はお選びいただけません。

証券会社等の口座に記録された株式
お手続き、ご照会等の内容 お問合せ先

● �郵送物等の発送と返戻に関 
するご照会

株 主 名 簿
管 理 人

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
東京都府中市日鋼町一丁目1番
TEL. 0120-232-711（通話料無料）
[郵送先] 〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部

● �支払期間経過後の配当金に 
関するご照会

● �株式事務に関する一般的な 
お問合せ

● �上記以外のお手続き、ご照 
会等

口座を開設されている証券会社等にお問合せくだ
さい。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

 https://www.hisamitsu.co.jp/

最新の会社情報を当
社ウェブサイトに掲載
しております。今後
も、株主・投資家の
皆様にお役立ていた
だけるようさらなる
工夫を加え、掲載情
報のより一層の充実
を図ってまいります。

ウェブ
サイト

取締役及び監査役（2023年8月31日現在）

事業年度	 3月1日〜翌年2月末日
定時株主総会	 毎年5月に開催
配当金受領	 2月末日
株主確定日	 中間配当金を支払うときは、8月31日
基 準 日	 定時株主総会の基準日は2月末日とします。
	 そのほか必要があるときは、あらかじめ公告します。
公告方法	 電子公告により公告
	 https://www.hisamitsu.co.jp/ir/koukoku.html
	� ただし、やむを得ない事由により電子公

告を行うことができない場合は、日本経
済新聞に掲載する方法により行います。

株主名簿管理人	 三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の口座管理機関	
同連絡先	 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
	 東京都府中市日鋼町一丁目1番
	 TEL. 0120-232-711（通話料無料）
	 郵送先 〒137-8081
	 新東京郵便局私書箱第29号
	 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
上場証券取引所	 東京証券取引所プライム市場　
	 名古屋証券取引所プレミア市場
	 及び福岡証券取引所
証券コード	 4530	

（ご注意）
1.	� 株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きに

つきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）
で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合
せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませ
んのでご注意ください。

2.	�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3.	�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいた
します。

株 式 に 関 す る お 問 合 せ 先 	
久光製薬株式会社　　
九州本社総務部　株式課
〒841-0017　佐賀県鳥栖市田代大官町408番地
TEL. 0942-83-2101　FAX. 0942-83-6119

商 品 に 関 す る お 問 合 せ 先 	
久光製薬株式会社　お客様相談室　
フリーダイヤル　0120-133250
受付時間 9:00－17:50（土日・祝日・会社休日を除く）

代 表 取 締 役 社 長 中　冨　一　榮 取 締 役 瀧　山　浩　二 常　勤　監　査　役 中　冨　舒　行
専 務 取 締 役 杉　山　耕　介 取 締 役 安　西　祐一郎 常　勤　監　査　役 平　野　宗　彦
常 務 取 締 役 齋　藤　　　久 取 締 役 松　尾　哲　吾 監　　　査　　　役 小　野　桂之介
取 締 役 堤　　　信　夫 取 締 役 渡　邊　珠　子 監　　　査　　　役 渡　邉　健太郎
取 締 役 村　山　進　一 	 （注）取締役 安西祐一郎、松尾哲吾、渡邊珠子は、社外取締役です。

	 （注）監査役 小野桂之介、渡邉健太郎は、社外監査役です。

 営業所 金沢営業所、高松営業所

海外 ヒサミツ ユーエス インコーポレイテッド（米国）、
ヒサミツ アメリカ インコーポレイテッド（米国）、
ノーベン ファーマシューティカルス（米国）、
ヒサミツ ファルマセウティカ ド ブラジル リミターダ（ブラジル）､
ヒサミツ ユーケー リミテッド（英国）、
ヒサミツ イタリア S.r.l.（イタリア）、
ヒサミツ ベトナム ファーマシューティカル カンパニーリミテッド（ベトナム）、
久光製薬技術諮詢（北京）有限公司（中国）、
久光製葯（中国）有限公司（中国）、
久光製藥（香港）有限公司（中国）、
ヒサミツ ファーマシューティカル マレーシア Sdn. Bhd（マレーシア）、
Ｐ.Ｔ.ヒサミツ ファルマ インドネシア（インドネシア）
他1社

国内 株式会社CRCCメディア（福岡県）、
佐賀シティビジョン株式会社（佐賀県）、

 株式会社タイヨー（佐賀県）、
 SAGA久光スプリングス株式会社（佐賀県）、

久光ウエルネス株式会社（東京都）、
久光エージェンシー株式会社（福岡県）

 工場 宇都宮工場、鳥栖工場
 研究所 筑波研究所、鳥栖研究所

 九州本社（本店） 佐賀県鳥栖市田代大官町408番地
 東京本社 東京都千代田区丸の内二丁目4番1号
 支店 札幌支店、仙台支店、東京支店、

名古屋支店、大阪支店、広島支店、
福岡支店、台北支店、
シンガポール支店、マニラ支店

子
会
社

当
　
社
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株主名 持株数（千株）
日本マスタートラスト 
信託銀行株式会社（信託口） 8,362

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 4,935
株式会社日本カストディ銀行 

（りそな銀行再信託分・株式会社西日本シティ銀行退職給付信託口） 4,370

野村信託銀行株式会社 
（退職給付信託三菱UFJ銀行口） 4,143

日本生命保険相互会社 3,910
株式会社福岡銀行 3,371
久光製薬取引先持株会 2,593

インフォメーション会社の概況／株式情報  （2023年8月31日現在）
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